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祝
祭
日
に
は
国
旗
日
の
丸
を
掲
げ
ま
し
ょ
う
。

　　倉賀野神社奉賛会のご案内

　奉賛会の会費御浄財は⑴祭典の執行、⑵文

化財の維持保全、⑶伝統芸能の継承、⑷鎮守

の杜の保護育成などに大切に活用されます。

　すでにご加入いただいている皆様には日頃

のあたたかいご協力に心から感謝申し上げま

す。また新規にご縁をいただく皆様にも、ど

うぞ広く奉賛会にご加入くださいまして、大

神様の厚い御神徳をいただきますようご祈念

申し上げます。

　　　　　　　奉賛会　年会費

　	 〇正会員　	 一口	　二千円

	 〇特別会員	 一口	　一万円

　会員の皆様のお手元に春祈祷の御神札、撤

饌、本紙（社報『くらがの』）をお届けいた

します。お問い合わせ・お申し込みはどうぞ

ご近所の神社総代、または直接社務所までご

連絡ください。　

　　　　　　　社務所☎ 027(346)2158　

四季のたより

▼
御
本
殿
瑞み

ず
が
き垣
の
瓦
屋
根
が
損
傷

　

御
本
殿
の
周
囲
を
コ
の
字
型
に
囲
う
瑞
垣（
透

き
塀
）
の
瓦
屋
根
が
広
い
範
囲
で
傷
ん
で
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
瓦
や
漆
喰
が
経
年
劣
化
し
て

い
た
と
こ
ろ
へ
、
二
年
前
の
大
雪
、
さ
ら
に
今

冬
の
積
雪
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
屋
根
全
体
の
修
理
に
向
け
て
早
急
に

準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

皆
様
の
御
協

力
・
御
支
援
を

切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

　
　
地
面
か
ら
桜
の
花

　

甲き
の
え
ね
だ
い
こ
く
て
ん

子
大
黒
天
様
の
そ
ば
で
。
よ
く
見
る

と
、
近
く
の
桜
の
古
木
の
根
が
こ
ん
も
り

地
上
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　
　
神
饌
田
に
ナ
ズ
ナ

　

声
が
聞
こ
え
た
。「
お
い
、
ぺ
ん
ぺ

ん
草
と
笑
う
な
！
お
い
ら
は
神
様
の

田
ん
ぼ
に
生
え
て
い
る
ん
だ
ぞ
！
」

六
月
に
は
こ
こ
で
御
田
植
祭
が
行
わ

れ
る
。

鎮
守
の
祭
り

秋
祭
り
恒
例
の
「
中
学
生

神
輿
」。
倉
賀
野
中
の
生

徒
百
余
名
が
行
列
に
参
加

し
た
。

旧
中
山
道
脇
本
陣
前
で
行

列
を
見
送
る
小
学
一
年
生

た
ち
。

祭りの朝、雅楽の音に導かれ
て神社に昇殿し厳粛に儀式が
始まる。

　

神
社
で
は
四
季
折
々
に
伝
統
の
祭
り
が
受
け
継
が

れ
い
ま
す
。
祭
り
は
、
そ
こ
に
つ
ど
う
人
々
の
心
が

通
い
合
う
喜
び
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
春
祭

り
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。（
写
真
は
い
ず
れ
も
平
成

二
十
七
年
倉
賀
野
神
社
秋
季
例
大
祭
か
ら
）

　
　
　	

ご
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
宮	

司
　		

高	

木	

直	

明

　

氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

幕
末
の
倉
賀
野
の
人
に
、
飯
塚
久
敏
と
い
う
文
人
が
い

ま
し
た
。
和
歌
や
国
学
に
秀
で
た
人
で
、
歌
集
『
か
き
つ

の
松
か
さ
』
に
五
二
六
首
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、

「
夏

な
つ
の
は
ら
へ

祓
」
と
題
し
た
三
首
。

　

み
そ
ぎ
し
て
す
ゞ
し
く
な
り
ぬ
い
ぶ
き
ど
の
お
き
そ
の

風
や
世
に
わ
た
り
け
ん

　

み
そ
ぎ
し
て
す
ゞ
し
く
な
り
ぬ
お
も
ふ
空
や
す
の
川
風

身
に
お
ぼ
え
つ
ゝ

　

罪
と
い
う
罪
は
よ
ど
ま
じ
麻
の
葉
の
な
が
れ
て
は
や
き

滝
川
の
せ
に

　
「
い
ぶ
き
ど
の
」
の
歌
。
氣い

ぶ
き
ど
ぬ
し

吹
戸
主
と
い
う
神
様
が
か

す
か
に
息
を
吹
く
と
そ
れ
が
風
と
な
っ
て
罪
や
け
が
れ
を

隅
々
ま
で
祓
い
遣や

る
、
そ
の
よ
う
な
情
景
で
し
ょ
う
か
。　

「
や
す
の
川
風
」
の
歌
は
、「
天あ

め

の
岩い

わ
と戸

開
き
」
の
と
き
に

高た
か
ま
の
は
ら

天
原
の
神
々
が
天あ

め
の
や
す
が
わ
ら

安
河
原
に
集
う
場
面
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
ま
た
、「
麻あ

さ

」
は
昔
か
ら
神
様
へ
の
お
供
え
物
で
あ

る
と
と
も
に
、
祓は

ら

え
の
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

川
辺
に
禊

み
そ
ぎ
を
し
た
こ
と
か
ら
「
夏
祓
」
と
題
し
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
ん
に
ち
神
社
で
六
月
の
晦
日
に
お
こ
な
わ
れ

る
「
夏な

ご
し
お
お
は
ら
え

越
大
祓
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
人
の
神
を
敬
う
心
は
、
儀
式
や
祭
り
を
継
承
し
、

神
話
や
和
歌
を
語
り
伝
え
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
の
中
に

自
然
に
培
わ
れ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
久
敏
の
「
み

そ
ぎ
し
て
す
ゞ
し
く
な
り
ぬ
」
の
す
が
す
が
し
い
心
地
を

お
伝
え
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
挨
拶
に
か
え
こ
こ
に
ご

紹
介
し
た
次
第
で
す
。

▼
ラ
ン
ド
セ
ル
お
祓
い
式

　

毎
年
恒
例
の
勧

学
祭
・
ラ
ン
ド
セ

ル
お
祓
い
式
が
三

月
六
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
入
学

の
児
童
が
神
社
に

集
合
し
、
通
学
安

全
と
学
業
成
就
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

倉
賀
野
中
生
徒
に
よ
る

「
浦
安
の
舞
」

神
社
附
属
太
々
神
楽
保
存
会

に
よ
る
神
楽
奉
納
。
舞
の
合

間
に
は
参
拝
者
に
餅
や
お
菓

子
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。

編
集
後
記
▽
本
紙
三
頁
の
「
七
百
年
大
祭
」
の
写
真

を
額
か
ら
は
ず
す
と
、
裏
当
て
の
古
新
聞
が
出
て
き

た
。
昭
和
三
十
三
年
八
月
と
九
月
の
毎
日
新
聞
だ
。

▽
五
十
八
年
前
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事
は
、
稲
尾
の
活
躍

で
「
西
鉄
、
南
海
を
連
破
」。
夏
の
甲
子
園
は
き
ょ

う
準
決
勝
の
試
合
で
、「
作
新
学
院-

徳
島
商
」
と
「
高

知
商-

柳
井
高
」。
▽
九
月
十
四
日
の
一
面
は
、「
教

育
ス
ト
あ
す
に
迫
る
」
の
大
見
出
し
。
勤
務
評
定
に

反
対
す
る
日
教
組
の
「
授
業
放
棄
／
各
地
の
動
き
」

を
報
じ
て
い
る
。
▽
連
載
中
の
吉
川
栄
治
「
私
本
太

平
記
」
は
第
二
〇
五
回
。
活
字
が
米
粒
の
よ
う
に
小

さ
く
見
え
る
。
そ
し
て
「
週
刊
大
衆
」
九
月
一
日
号

の
広
告
は
「
天
才
画
家
山
下
清
の
盛
り
場
ル
ポ
」。

▽
ラ
ヂ
オ
欄
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夜
六
時
台
に
「
一
丁
目
一

番
地
」、
テ
レ
ビ
欄
の
「
私
の
秘
密
」
で
は
ゲ
ス
ト

に
伴
淳
三
郎
の
名
が
見
え
る
（
三
才
の
小
職
の
家
に

Ｔ
Ｖ
が
来
る
の
は
、
も
っ
と
あ
と
）。
▽
大
祭
を
無

事
に
終
え
て
、
和
や
か
な
直な
お
ら
い会

の
席
。
緊
張
も
ほ
ど

け
て
余
談
に
こ
ん
な
話
題
が
出
て
い
た
か
も
。（
直
）

▼
倉
賀
野
町
の
お
も
な
祭
り
と
行
事

　

四
月
八
日　

横
町
冠
稲
荷
大
祭

　

四
月
八
日　

安
楽
寺
花
祭
り

　

五
月
五
日　

上
町
山
車
巡
行

　

七
月
第
二
日
曜　

仲
町
天
王
祭
り

　

八
月
十
六
日　
　

下
町
山
車
巡
行

　

八
月
二
十
二
日　

田
屋
町
八
幡
神
社
大
祭

　

八
月
二
十
六
日　

下
町
諏
訪
神
社
大
祭

　

十
一
月
三
日　

倉
賀
野
城
十
六
騎
武
者
行
列

　

十
一
月　
　
　

南
町
山
車
巡
行
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古
記
録
探
索

◎
例
大
祭
「
懸
税
（
か
け
ち
か
ら
＝
写
真
）」

　
　
　
御
奉
納
（
平
成
二
十
七
年
十
月
十
九
日
）　
　

　

河
野　

學　

様　

　

河
野　

茂　

様

　

五
十
嵐
良
一
様　

　

須
永
和
昭　

様　

　

町
田
羡
布　

様　

　

町
田
守
章　

様　

	

　

関
口　

豊　

様　

　

渡
辺　

貴　

様

　

大
山
善
弘　

様　

　

宮
寺
章
夫　

様

　

宮
寺
正
明　

様　

　

関
口　

充　

様　

		
手
帳
の
中
か
ら

　
　
　
　
　
倉
賀
野
神
社	

総
代
会
長

　
　	

	

　
　
　
　
髙	

橋	

義	

明
　
　

　

神
が
鬚ひ

げ

を
抜
き
、
撒ま

い
て
杉
の
木
を
作
る
、

胸
毛
を
毟む

し

っ
て
桧
を
作
り
、
尻
の
毛
で
槙ま

き

を
、

眉
の
毛
は
樟く

す

の
木
に
変
え
る
。
そ
し
て
食
べ

る
木
の
実
の
種
を
八
十
種
も
撒
い
て
下
さ
っ

た
。「
日
本
書
紀
」
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

人
は
神
を
畏
れ
、
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
る
。

　

神
代
の
昔
か
ら
日
本
で
は
生
命
を
持
た
な

い
も
の
に
も
神
が
宿
る
と
信
じ
て
、
山
や
森
、

星
や
風
、
川
や
岩	

・		

・
・
自
然
に
神
を
感
じ

敬
っ
て
き
ま
し
た
。

　

猟
師
や
樵

き
こ
り
と
い
っ
た
山
で
暮
ら
す
人
に

は
、
部
落
の
長
老
が
夜
話
で
「
山
神
腹
立
之

日
」「
木
之
泣
日
」「
土
鳴
日
」「
水
鳴
日
」

な
ど
を
教
え
、
神
に
守
ら
れ
て
、
生
き
て
い

く
た
め
の
掟
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
木
を

伐
り
つ
く
し
た
り
、
鳥
や
獣
も
狩
り
尽
く
さ

ぬ
た
め
の
定
め
で
も
あ
り
ま
す
。

　

海
や
川
で
生
活
す
る
人
に
も
そ
ん
な
教
え

や
、
い
い
伝
え
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

村
や
町
の
人
は
祭
り
の
中
で
神
を
敬
い
、

祈
り
を
捧
げ
、
そ
の
祈
り
に
よ
っ
て
平
安
と

祝
福
が
得
ら
れ
る
と
伝
え
守
っ
て
き
た
の
で

す
。

　

時
代
が
代
わ
り
、
人
々
の
生
活
も
変
わ
り

ま
し
た
。

　

祭
り
の
中
に
は
作
法
や
習
慣
に
な
っ
て
い

る
無
駄
に
見
え
る
「
必
要
な
無
駄
」
が
あ
り

ま
す
。
古
く
か
ら
続
い
て
い
る
し
き
た
り
や

立
ち
振
舞
で
す
。
し
か
し
亡
び
な
い
も
の
に

は
亡
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
れ
が
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
失
わ

れ
て
し
ま
う
技
と
伝
統
な
ん
で
す
。

　

福
祉
、
国
語
辞
典
に
は
「
人
々
が
み
ち
た

り
た
暮
ら
し
が
で
き
る
生
活
環
境
、
ま
た
そ

の
よ
う
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
と

る
施
策
、
方
策
」
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
二

ツ
の
文
字
に
は
神
を
表
す
示
偏
が
つ
い
て
お

り
ま
す
。
捧
げ
物
を
盛
っ
た
台
の
こ
と
で
す
。

福
の
字
の
旁
は
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
酒
樽
の
象

形
文
字
だ
と
い
い
ま
す
。
祉
の
文
字
は
神
が

留
ま
り
福
を
授
け
る
と
い
う
意
味
な
の
だ
と

い
い
ま
す
。

　

祭
り
の
中
で
「
捧
げ
る
」「
授
か
る
」
幸

せ
に
な
る
の
で
す
。
だ
か
ら
神
事
の
後
の
直な

お

会ら
い

の
宴
は
イ
ベ
ン
ト
の
反
省
会
や
打
ち
上
げ

の
宴
会
と
は
違
う
の
で
す
。

古
い
手
帳
か
ら
の
書
き
写
し
も
あ
り

ま
す
の
で
文
章
に
ま
と
ま
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
私
の
見
聞
し
た
神
と
祭
り

の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
い
い
話
で
す
。

 

昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）

　

「御
造
営
七
百
年
大
祭
」

　

こ
こ
に
見
る
の
は
、
今
か
ら
五
十
八
年

前
の
昭
和
三
十
三
年
「
倉
賀
野
神
社
御
造

営
七
百
年
大
祭	

祭
典
委
員
一
同
」
と
題
し

た
集
合
写
真
で
あ
る
。

　

倉
賀
野
神
社
は
、
第
十
代
崇す

じ
ん神
天
皇
の

御
代
に
、
皇
子
の
豊と

よ
き
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と

城
入
彦
命
が
祭
祀
を

な
さ
れ
た
と
い
う
御
事
跡
が
伝
わ
り
、
今

か
ら
二
千
年
の
昔
の
こ
と
と
い
わ
れ
る
。

一
帯
は
往
古
よ
り
「
宮
原
庄
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
坂
上

田
村
麿
が
東
征
凱
旋
の
途
次
、
造
営
舞
楽

を
奏
上
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

　

や
が
て
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）、
武
州

児
玉
党
余
流
の
倉
賀
野
三
郎
左
衛
門
尉
高

俊
の
領
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
社
殿
が

造
営
さ
れ
た
。
建
長
の
御
造
営
以
来
こ
の

地
に
度
々
の
修
復
・
造
営
が
繰
り
返
し
行

わ
れ
、
七
百
年
を
経
過
し
た
。
そ
の
節
目

の
「
御
造
営
七
百
年
大
祭
」
は
大
戦
後
の

混
乱
、
困
窮
か
ら
よ
う
や
く
抜
け
出
た
後

の
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
挙
行

さ
れ
た
。

　

最
前
列
中
央
が
髙
木
明
宮
司
、
右
隣
に

杖
の
須
賀
保
三
総
代
会
長
、
そ
の
右
に
大

山
房
雄
町
長
（
当
時
は
高
崎
市
に
合
併
前

で
、
群
馬
郡
倉
賀
野
町
）。
そ
の
ほ
か
に
も

懐
か
し
い
お
顔
が
多
く
見
え
る
。

　

こ
の
と
き
記
念
事
業
と
し
て
氏
子
町
内

か
ら
の
寄
附
御
奉
賛
を
仰
ぎ
、
境
内
社
の

冠
稲
荷
神
社
の
移
転
工
事
、
氏
子
会
館
の

増
築
、
桜
苗
木
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

十
月
十
八
日
に
は
天
明
神
輿
の
渡
御
。

翌
十
九
日
、
秋
の
例
祭
日
に
合
わ
せ
て
記

念
祭
典
を
斎
行
し
た
。
当
時
の
須
賀
会
長

　
　

春
分
の
朝
に

　

春
分
の
日
に
は
太
陽
が
真
東
に
昇
り
ま
す
。

暦
に
よ
れ
ば
三
月
二
十
日
、
当
地
の
日
の
出
は

五
時
二
十
八
分
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

神
社
の
御
社
殿
は
真
東
を
向
い
て
い
る
の

で
、
日
差
し
が
入
口
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
、
奥
の

御
本
殿
の
御み

と
び
ら扉

に
ま
で
差
し
込
む
の
で
す
。
左

写
真
に
見
え
る
直
線
の
影
は
「
鈴
の
緒お

」
が
映

っ
た
も
の
で
す
。

　

春
分
の
日
は
、
昭
和
二
十
三
年
の
「
国
民
の

祝
日
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
れ

ば
、「
自
然
を
た

た
え
、
生
物
を
い

つ
く
し
む
」。
ま

た
、
秋
分
の
日

は
「
祖
先
を
敬

い
、
亡
く
な
っ
た

人
々
を
し
の
ぶ
」

と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
意
義
を
思
い
起
こ
し
国
民

の
祝
日
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
我
が

家
の
前
に
、
国
旗
を
掲
揚
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
戦
後
の
祝
日
法
の
制
定
以
前

に
、
も
と
も
と
春
分
の
日
は
「
春
季
皇こ

う
れ
い
さ
い

霊
祭
」、

秋
分
の
日
は
「
秋
季
皇
霊
祭
」
と
い
っ
て
、
歴

代
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
皇
室
の
御
祖
先
を
お

ま
つ
り
す
る
日
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
知
っ

て
お
き
た
い
こ
と
で
す
。
宮
中
祭
祀
は
今
に
続

い
て
い
ま
す
。

　　　　　倉賀野神社御造営七百年大祭	祭典委員一同
　　　　　　　　昭和三十三年十月吉日

の
手
記
に
は
「（
神
輿
は
）
休
憩
所
で
酒

は
飲
ま
ぬ
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雨
天
の
余

り
の
寒
さ
に
酒
を
取
寄
せ
四
升
飲
む
」
と

あ
る
。
ま
た
十
三
人
の
警
察
官
が
警
備
に

あ
た
っ
た
と
も
。

　

そ
れ
か
ら
五
十
年
を
経
て
、
平
成
の

十
七
年
に
は
「
七
百
五
十
年
大
祭
・
天
明

神
輿
神
幸
祭
」
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

◎
祭
典
御
奉
納
者	

及
び	

奉
賛
会
特
別
会
員	

芳
名

　
（
紙
面
都
合
上
、
企
業
・
店
舗
様
等
の
御
名
前

　

の
み
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　

株
式
会
社
キ
ノ
コ
輪
大　
　
　

	

様　

　

宮
野
環
境
設
備
株
式
会
社　
　

	

様　

　

関
東
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
株
式
会
社　

	

様　

　

高
崎
森
永
株
式
会
社　
　
　
　

	

様　

　

株
式
会
社
原
田	

	

　
　

	

様　

　

群
馬
銀
行
倉
賀
野
支
店　
　
　

	

様　

　

高
崎
市
農
協
倉
賀
野
支
店　
　

	

様　

　

高
崎
信
用
金
庫
倉
賀
野
支
店　

	

様　

　

し
の
の
め
信
用
金
庫
倉
賀
野
支
店	

様

　

倉
賀
野
郵
便
局　
　
　

	
	

様　

　

第
一
屋
製
パ
ン
株
式
会
社　
　
　

	

様

　

株
式
会
社
科
学
飼
料
研
究
所　
　

	

様

　

堀
米
医
院	

	
	

様

　

大
山
小
児
科
医
院	

	

様

　

松
下
米
穀
店	

	
	

様

　

有
限
会
社
関
東
印
刷　

	

様

　

フ
ク
ダ
工
業
株
式
会
社	

様

　

関
東
礦
油
株
式
会
社　

	

様

　

株
式
会
社
コ
ウ
シ
ョ
ウ	

様

　

関
東
電
工
株
式
会
社	

様

　

有
限
会
社
武
井
製
作
所	

様

　

八
木
工
業
株
式
会
社	

様

　

高
崎
弁
当
株
式
会
社	

様

　

株
式
会
社
綿
貫
自
工	

様

　

税
理
士
法
人
真
下
経
営	

様

　

関
東
い
す
ゞ
自
動
車
（
株
）		

様

　

株
式
会
社
キ
ン
セ
イ
産
業	

	

様

　

有
限
会
社
高
崎
プ
ロ
セ
ス	

	

様

　

平
和
交
通
倉
賀
野
営
業
所	

	

様

　
（
株
）
サ
ァ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン	

様

　

北
関
東
秩
父
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
株
）		

様

　
（
株
）
エ
ー
エ
ム
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン	

様　

　
（
株
）
コ
ー
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ　

	

様

　
（
株
）
ア
ド
テ
ッ
ク
ス	

様

　

須
永
建
設
株
式
会
社	

様

　

日
本
化
薬
株
式
会
社	

様　

　

冬
木
工
業
株
式
会
社	

様

　

医
療
法
人
井
上
病
院	

様

　

株
式
会
社
グ
ン
シ
ナ	

様

　

中
央
自
動
車
倉
庫
（
株
）	

様

　

小
島
石
材
店　
　
　
　

	

様

　

丁
子
堂
房
右
衛
門
様　

	

様

　

今
井
菓
子
店	

	

様

　

ス
ナ
ッ
ク
再
会	

	

様

　

小
料
理
わ
た
る	

	

様

　

明
邦
苑	
	

様

　

渡
辺
電
気
商
会	

	

様

　

く
ら
が
の
動
物
病
院	

様


